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研究の名称 掻痒を伴う炎症性皮膚疾患の組織学的解析（保管試料の利用による） 

整理番号 臨27-66 

研究機関の名称 国立大学法人 富山大学 

研究責任者 富山大学学術研究部医学系 皮膚科学講座 教授 清水忠道 

研究の概要 【研究対象者】 

2005年～2019年12月の間に当院皮膚科において掻痒を伴う炎症性皮膚疾

患（アトピー性皮膚炎，乾癬，アミロイド苔癬，痒疹，色素性痒疹，菌状

息肉症，天疱瘡，類天疱瘡，紅皮症，蕁麻疹，多形紅斑，扁平苔癬，中毒

疹のいずれか）の診療を受け、その診断に際して皮膚生検を行った患者 

【研究の目的・意義】 

皮膚疾患に伴う搔痒（かゆみ）は不快な感覚であり，日常生活レベルの低

下を招く．また，掻痒による皮膚の掻破（かきむしり）は，皮膚の損傷や

それに伴う皮膚炎を誘発し，さらには原因皮膚疾患まで増悪させてしま

う．しかし，皮膚疾患によっては一般的な掻痒に対して処方される抗ヒス

タミン薬ではコントロールすることが難しく，治療に難渋することが多

い． 

本研究では、掻痒を伴う炎症性皮膚疾患患者の皮膚を用いた組織学的な解

析により，炎症および掻痒のメカニズムを解明することを目的とする． 

【研究の方法】 

研究対象者の診療記録より皮膚疾患に関連する背景情報を収集する。ま

た、診断時に採取し保存されていた残余検体（皮膚組織）を用いて組織学

的染色，サイトカイン、掻痒関連因子の測定を行い、背景情報と併せて分

析する。 

【研究期間】 

西暦2015年9月3日～2025年12月31日 

研究に用いる既存試料 診断時に採取し当院で保存されていた残余険体（皮膚組織） 

研究に用いる情報 【診療目的で取得・保有する診療情報】 

炎症性皮膚疾患に関する診断名，臨床症状，血液検査結果，病理組織学的所

見，治療内容，臨床経過 

【研究の実施に伴って取得する情報】 

皮膚組織の組織学的染色，サイトカイン, serine racemase,掻痒関連因子，

α-MSH 

研究に用いない情報 研究対象者、親族等関係者からの相談、問い合わせ内容。相談、問い合わせへ

の対応の際に、親族等関係者から取得する氏名、住所、連絡先等 

情報の保管期間 情報は、研究期間終了後も可能な限り長期間（少なくとも研究終了後5年間）

本学において適切に保管します。 

研究資料の開示 研究対象者、親族等関係者のご希望により、他の研究対象者等の個人情報及び

知的財産の保護等に支障がない範囲内で研究計画書等の研究に関する資料を

開示いたします。 

個人情報の開示等 個人情報の開示請求等は、本学の個人情報の保護に関する規程に従って適切に

対応いたします。詳細は、本学のホームページ（http://www.u-toyama.ac.jp/）

（診療情報の開示等に関しては附属病院のホームページ（http://www.hosp.u-

toyama.ac.jp/））をご覧ください。 

研究対象者、親族等関

係者からの相談等への

対応窓口 

研究対象者からの除外を希望する場合の申し出、研究資料の開示希望及び個人

情報の取り扱いに関する相談等についても下記窓口で対応いたします。 

富山大学学術研究部医学系 皮膚科学講座 教授 清水忠道 

電話   076-434-7305 

FAX    076-434-5028 

E-mail dermatol@med.u-toyama.ac.jp 



資料①（2022.07.04）3版 

 


